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 太陽と緑の会のスタッフ会議は、現在毎週月曜日の夜 8時頃から始まり、時には 12時近

くまで行います。「そんなに一体何を話すのか？」という質問に、勉強会を兼ねているから

と答えています。連絡事項等、現実的な打ち合わせ以外に、本の読み合わせをします。今

はカウンセリング入門（河合隼雄著、創元社）を若手中心に 4 人が音読します。その後に

個別メンバーのケース討議を行っています。今まで、カウンセリングを語る（上下 2 巻）

カウンセリングを考える（上下 2 巻）をそれぞれ終え、今のを終えると次はカウンセリン

グ講座を読み合わせる予定です。いずれも日本のユング心理学の第一人者だった河合隼雄

氏の著作です。著作と言っても四天王寺カウンセリング研修講座での講演をまとめている

ので、語り口調の大変読み易い本ですが、なるほどそういうことか！と解るまでには、本

当に時間がかかります（スタッフ会議でも今迄 3 回は読み合わせをしています）。 

・コラム「素振りの練習」（杉浦 良） 

・お知らせ（インターネットで回収

依頼、みどりの愛護功労賞受賞、鮎

喰川クリーンアップ、共同募金） 

・メンバーインタビュー 

・協力者名簿／編集後記 

かわら版 
 

「素振りの練習」      杉浦 良 
___ 

ＮＰＯ法人 太陽と緑の会 

156号/2013 
  年 
___ 

第 13 回鮎喰川クリーンアップ（５月 28日） 
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「スタッフをどう育てるか？」という難

題に、あれこれやりましたがもう一つで、

最後に残ったのがこれです。音読した後、

気になるメンバーについて語ってもら

い、私があれこれ突っ込んだり、他の人

に振ったりしながら、そのメンバーの問

題点や可能性をトレースしていくと、ど

う関わっていくのかという方向性が、そ

れぞれのスタッフの心にストンと落ちて

いく感じがします。当然理論や知識も必

要ですが、そうでない別の軸での理解を

掘り下げないと、様々なハンディーを持

ち対応が難しいメンバー（家庭環境も含

めて）には太刀打ちができません。ただ

これも実践での困難局面を通して河合隼

雄の言葉が染み込んでいくのであって、

音読するだけでは言葉では理解できて

も、意味の理解には繋がらないというの

が、私の実感です。 

「もう少し効率の良い理解の仕方はない

ものか？」などと考えたこともありまし

たが、それがないから師弟とか徒弟とか

言われる関係性の中で、大切な意味が伝

えられてきたのでしょう（ユング研究所

での河合氏のように）。 

この前の読み合わせで「・・常識や経

験で解決できるものはどんどんやったら

いい・・しかし説教も話し合いも叱責も

効き目がない時がある・・万策尽きたと

ころからカウンセリングは始まる・・」

という言葉と「・・非常に悪い環境であ

るのに、それにもかかわらずその人が自

分の力で立ち上がってくる・・人間の立

ち上がってくる素晴らしさは、残念なこ

とに、自分がそういう経験をしない限り

なかなか納得できません・・それを確信

しているからこそ、カウンセリングをや

るわけです・・」という言葉がありまし

た。「カウンセリングを、ここの日常活動

に置き換えてみると、困難な事例に、新

たな軸の展開を見出せないか？」と補足

します。こんなことを飽きずにやってい

ると「このメンバーは難しいと違う？」

と思えるメンバーも「なかなか捨てたも

んじゃない？」と変わることがあるから

不思議です。日々精進。素振りの練習が

続きます。 

 

 

 

 

  

イラスト・文 藤田さん 
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インターネットで回収依頼 
太陽と緑の会のホームページをリニュー

アルしました。 

①ネット上（ホームページ）でも、品物引

取のお申し込みができるようになりまし

た。ご家庭でご不用となった品物がござい

ましたら、ぜひご連絡下さい。 

②デザインを一新しました。スマートフォ

ン、タブレット端末からも利用できます。 

（なお、Facebookでリユース品最新情報の

紹介も始める予定です） 

文・イラスト 

藤田さん 

中学生職場体験実習 
６月９日、11日 国府中学校４名 

６月 27日 入田中学校７名 

 

当会作業所の様々なハンディを持っ

たメンバーと共に、品物の引取（回

収）、リユース品の値札付け・陳列準

備・陳列、古紙積込などを体験して頂

きました。暑い中、お疲れ様でした。 

お 知 ら せ 
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  みどりの愛護功労賞受賞 
第 24 回みどりの愛護功労賞国土交通大

臣表彰を、太陽と緑の会が受賞しました。 

当会は 20 年以上に渡り、様々なハンデ

ィを持ったメンバーと共に、鮎喰川河川敷

の清掃活動に取り組み、週１回の定期清掃

に加え、平成 13 年度からは「ごみゼロク

リーンアップ」として鮎喰川河川敷の一斉

クリーンアップを毎年行っております。 

当初６台の自動車をはじめ、家電リサイ

クル法対象品のテレビ、冷蔵庫、洗濯機、

エアコンや、ソファー、タンスなどの大型

家具、タイヤ、衣料品、生ごみ、使用済み

紙おむつ、プラスチック雑貨、フレームが

曲がった子供用自転車、ドロドロに腐った

古紙といったゴミで埋め尽くされていた

河川敷は、徳島県、徳島市のご協力も頂き、

きれいになりました。 

こうした環境美化活動が評価されたと

のことで、大変有難いことと思います。 

 

５月 18 日、熊野灘臨海公園（三重県）

で「第 24 回全国みどりの愛護のつどい」

式典が開催。当会代表理事の杉浦も式典に

出席。受賞 78 団体を代表して、国土交通

大臣から賞状を頂きました。 

記念植樹や皇太子殿下とのお話の機会

もあり、太陽と緑の会の取り組みについて

知って頂く貴重な機会を頂きました。 

 

 

鮎喰川クリーンアップ 
５月 28日、第 13回鮎喰川クリーンアップ

実施。収集したゴミは以下の通り。 

①可燃ゴミ、不燃ゴミ、空き缶（２トンダ

ンプ１杯分）（当会車両で処理場まで運搬

し、徳島市のご協力を頂いて適正に処理） 

②廃家電（テレビ４台 ２槽式洗濯機１

台）及び廃タイヤ 10本、ポリカ波板 

（当会の経費で適正に処理）  

その他、河川土手、道路土手の草刈り（総

延長約２キロメートル）も行いました。 

共同募金で倉庫設置 
５月１日、平成 24年度（平成 25年

度事業）共同募金会配分金に自己資金

を合わせ、イナバＮＥＸＴＡ倉庫を購

入設置させて頂きました。 

早速、在庫リユース商品や予約・配

達商品の保管に活用させて頂いてお

り、陳列・保管・作業スペース不足の

改善につながっております。 

これからも、市民の皆様からご提供

頂いた品物をひとつでも多くリユー

スにつなげ、様々なハンディを持った

メンバーがその人なりに立っていく

ことを考えていきたいと思います。 

本当にありがとうございました。 

 

 

太陽と緑の会通常総会 
６月８日 午後６時 30 分より９時

まで、太陽と緑の会事務局にて、平成

25 年度特定非営利活動法人太陽と緑

の会通常総会を開催しました。平成 24

年度事業報告・決算報告及び監事の選

任を行いました。  

今年度は、パワーポイントを使用

し、プライバシーに配慮した形での事

例報告も交え、当会のミッション(活

動理念)と日常的な実践活動について

の共有作業を行いました。 

 

 

活動紹介 
 ３月７日～12日、徳島新聞朝刊の「移

動編集局 徳島市 国府・不動」で、

太陽と緑の会の活動について、６回に

渡り紹介して頂きました。  

記者の谷利彦さんによる記事です。

20回ほど当会に足を運び、当会の記念

誌やその他資料も丹念に調べ、熱心に

取材して下さいました。  

ありがとうございました。 
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名田和外さん（63才）インタビュー 

-働いて何年になりますか- 

「34 歳の時に来たので今年の末で 29 年

になります。」 

-日々の仕事は何されてますか- 

「電話受付の対応をしています。」 

-電話の対応での苦労話があればお願

いします- 

「自分の言葉足らずでお客様に分かって

もらえなかった時が続いた時で、どうす

ればいいか悩み、電話の対応を辞めたい

とも思いました。」 

-悩みながらでも続けてこられたと思

いますが、気持ちの変化はありますか- 

「経験を重ねる事や、周りに居たスタッ

フの言葉によって段々前を向いて進める

ようになりました。」 

-息の抜ける瞬間は- 

「気の合う職員やメンバーと好きな話を

してる時です（笑）」 

-なるほど（笑）職員やメンバー以外に

もお客様ともよく話するそうですが- 

「はい。地図を見るのが好きで何が何処

にあるかを覚えてて、地理的な話をよく

したりします。」 

-その時のお客様の反応は- 

「よく知ってるね。そこには行ったこ

とはあるの？、と聞かれ、ないと言うと

非常に驚かれます。そしてその時にほめ

られると嬉しいです。」 

-最後にこれからの目標を聞かせてく

ださい- 

「マイペースで少しでも長く続けられる

ことです。」 

補足とコメント 

以前は回収のご依頼の電話を頂いた時

にお名前、ご住所、お電話番号、お引き

取りする品物についてお聞きしてまし

た。しかし、置き場所の関係で現物を見

ないとお引き取りできるかどうか分から

ない品物を、電話で「いけると思います」

と言ってしまい、後で私が回収先でお客

様に説明をして謝ったりすることもよく

ありました。試行錯誤の末、お名前とお

電話番号だけ聞くようにしてからそのミ

スもかなり減りました。 

これからもメンバーの長老として、マ

イペースで細く長くやっていければと思

います。（専任職員 桑内） 

 

 

 

メンバー・インタビュー 

第 13回鮎喰川クリーンアップ（５月 28 日） 
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当会の活動をご支援下さった皆様 
§2013年 4月 1日～2013年 5月 31日§（紙面の都合上、敬称は略させて頂きます） 

ご寄付を下さった皆様 
青木、匿名、中西、匿名、香川、成瀬、西条産婦人科、前川、久米、匿名 

（郵便振替口座にご入金下さった皆様）樫本 

 

品物を引き取りにお伺いさせて頂いた皆様 
○徳島市○梅本、淀、村上、矢野、渡辺、増田、坂東、小村、藤井、平井、木内、大塚、堀、久
米、小口、島、三牧、佐藤、端野、菅原、吉田、近藤、赤沢、以西、山根、森下、西尾、大久保、
杉本、美馬、鈴木、阿川、飯田、土井、宮本、田村、石川、土肥、賀川、矢坂、(株)サンティー、
北添、大櫛、豊田、高橋、長谷、飯坂、奥村、橋本、辻、竹原、鶴島、安井、倉崎、山口、合田、
高川、正木、河野、富谷、森、小田桐、藤本、鎌田、ビューティオアシス、富永、島村、友久、
大野、阿波銀住友ビル、上浦、長澤、尾形、中村、昼間、清水、熊本、木村、宮田、山本、三宅、
前坂、福永、室住、ピンク美容院、滝山、岡川、角、阿部、黒田、小西、服部、中尾、安芸、実
藤、徳永、川崎、横田、鹿山、徳島市手をつなぐ親の会、上安、高根、岸、本田、モトイシンス
ケ法律事務所、チケット徳島、秋田、三井、後藤、大津、大本、川島、石井、マルホ原色(原田)、
西、森本、東山、久保木、柏原、工藤、鴻野、安川、キム、チェ、佐野、武田、D コム、田中、
原、新田、杉村、原田、小川、関本、松浦、橋本、小浜、池住、北川、新野、白根、楠本、野田、
八巻、藍原、角、中西、岡山、日下、江口、有井、五反地、武市、馬池、三輪、北島、福田、宮
内、堀内、天羽、布川、濱田、四宮、坂本、斎藤、竹丸、小林、片山、伊勢谷、佐古、正城、野
口、矢木、丸岡、鎌倉、井内、ガド、川嵜、宮北、井堀、浜井、雲財、西野、林、峰瀬、木下、
長原、浜野、酒井、溝田、浦上、藤岡、濱、長楽、美濃商店、中尾建設設計事務所、坂口、富吉、
勝浦、大溝、メルヘン、篠原、矢本、中田、中川、大櫛、中井、桑原、廣田、山中、緒方、山田、
大西、板東、多田、石園、パソ Q、水谷、鈴江、斉藤、井口、吉本、神田、鴻池、長浜、小野、
楠根、西本、三木、川上、西田、西村、丸山、藤沢、山本、生島、黒島、キム、梶川、駒井、二
宮、佐藤、ひかり教会、伊川、藤原、藤野、藤永、関守、嵐、か○小松島市○大西、大森、正部、
内藤、楠木、泊○鳴門市○水野、秋本、後藤、細井、渡川、久龍、新田、国見○北島町○飯坂、
大前、悦田、上崎、山下、西岡、近藤、吉田、井内○吉野川市○佐々木、鈴木、鎌田○石井町○
多田、後藤、日野、阿部、三木、土井、松本、伊藤、久米、平田、武田、野村○阿波市○神木○
藍住町○鎌田、近藤、瀧歯科、影山、友滝、鈴江、鈴木、徳永、細川、東條、山橋、阿部、古川、
森○松茂町○浮田、上西、井上 
 

品物を持って来て下さった皆様（郵送含む）  
○徳島市○福井、吉村、猪皃、小川、斎藤、兼松、上藤、佐藤、真鍋、黒川、石井、長尾、木村、
湯本、阿部、山田、武田、岸、中園、長岡、竹中、久次米、森、岸田、撫養、清水、平賀、橘、
高木、仁木、西谷、三木、矢川、湯浅、藤井、桑内、中野、夏木、平田、川口、秋山、稲原、藤
吉、吉岡、西野、村田、田渕、吉本、内海、坂野、山元、田中、上杉、富谷、坂東、内藤、美馬、
林、古川、稲垣、以西、多田、疋田、森崎、松本、山内、藤田、松尾、小泉、上田、芦田、横田、
福本、山川、明丸、井上、鈴木、東條、池口、吉崎、須見、松下、TEAM 蕾、山ノ井、友成、木下、
岡田、谷、森本、山中、蔭原、浅尾、七條、山口、幸田、久米、大本、黒上、井内、南本、バン
ドウリメーク(株)、杉浦、中川、笹田、谷井、新田、内田、鎌田、西岡、河野、団、池北、村部、
漆原、武市、大上、為実、近藤、堀、西森、原、福田、杉本、加藤、井川、馬場、手塚、猪山、
原田、中田、山下、桜井、中山、石原、労福協 なのはな、栗林、熊谷、半田、藤田、酒井、和
泉、川村、梶浦、窪、木山、植松、曽川、木田、米倉、真家、佐司、長沢、芝井、山橋、安田、
佐古、野上、折野、浅井、後藤、高松、木内、川田、岡、新居、春水、河崎、新谷、樋本、岩浅、
萬玉、松浦、大村、大和、渡辺、大坂、谷口、庄野、宮田、平川、澤、松原、大岩、佐和、戸田、
金澤、沢、阿地、柏原、吉村、ブライト、高根、弘瀬、炭田、以西、嵐川人、岩根、猪本、安藝、
西崎、久保、森口、千葉、辻、国安、犬伏、米崎、小島、樫原、濱田、秋月、浜田、佐々木、四
宮、まゆやま学宛、植村、三宅、池上、豊田、安芸、加集、西分、前野、村瀬、井原、的石、吉
坂、イーズ、瀬戸、三馬、元木、鳳崎、西、木戸、久田、福島、浜口、徳元、岩見、真木野、田
倉、藤本、久川、大出、内野、和田、中平、グレイ、井本、篠原、竹田、嶋田、合田、笹盛、塚
田、荒木、土居、永松、吉田、前田、住友、京野、鶴田、仙崎、寺本、守屋、安倍、中尾、山西、
井上、安喜、渡部、四方、重本、坂東、田中、松本、荒川、県 V 協、鈴木、竹内、黒上、森上、

平成 12年 7月 

月の宮作業所開始 

平成 17年 2月 

事務局・作業場兼店舗の建

物が火災により全焼 

平成 12年 5月 

ＮＰＯ法人化 

平成 18年 4月 

事務局建物が再建 

平成 16年 10月 

ウガンダ研修生受入 

平成 17年 6月 

環境大臣賞受賞 
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松枝、富尾、郡、青木、米本、川尻、杉原、高橋、香川、曽我部、山本、上野、蔵本、木下、赤
松、平尾、森田、圓藤、片山、藤原、春田、東條、戸川、大地、田渕、星野、三角、川崎、樫本、
水口、一ッ松、津田、脇田、畭、北井、米田、河村、中島、眞澤、長谷川、朝川、日高、藤川、
山上、加来、高田、照本、斉藤、五島、福家、福岡、能田、有井、脇谷、糸井、ホットハウス、
住吉、東、大宮、鈴江、山川、小野、榎本、豊崎医院、宮本、中川、島田、桑原、石川、谷廣、
東口、牧野、播、葉久、濱口、西原、○吉野川市○井元、松田、藤田、安田、松本、島田、石田、
中西、大久保、尾形、味戸、毛利、有持、川人、緒方、片岡、川真田、佐藤、緒方○石井町○阿
部、浅井、田中、本庄、山崎、瀬部、和田、久米、佐々木、臼杵、吉本、堀井、藤重、森野、中
東、山口、松月、出口、福島、吉本、尾崎、住友、宮本、福田、岩本、三木、井上、筒井、坂口、
佐藤、古高、松浦、矢野、佐野、清水、山西、本田、香川、横畠○神山町○中原、多田、泉、中
西、中嶋、多田、上本○小松島市○宮田、渡辺、片岡、松本、芝原、北野、小川、島、山川、鹿
島、岸野○藍住町○近藤、多田、宮本、山本、西分、河野、賀川、日切、山本、武田、井上、石
川、三好、奥藤、朝波、久次米、天羽、友成、楠木、藤木、岡本、中村、藤田、山川、赤石、上
野、井出、片山、西川、阿部、広瀬、杉村、中谷、渡辺、井原○鳴門市○後藤、近藤、藤田、石
丸、大江、斎藤、吉野、仲須、黒田、廣田、板谷、西條、山田、有馬、高橋、木村○阿波市○平
田、藤本、佐々木、鳴川、坂東○北島町○木内、相原、岡崎、久湊、水本、木村、今市、井上、
佐川、十日市、岩木、小林○牟岐町○坂本、湊○美波町○郡○阿南市○岡本、小谷、成松、久米、
志賀、水口、阿部、大山、阿部、四宮○板野町○前田、吉田、折野、松浦、久米、井上○上板町
○大杉、安永、美馬、橋本、林、快楽、富永、辻、稲居、原、宮本○東みよし町○小寺○松茂町
○長岡、伊原、吉野川育成園 村田○佐那河内村○奈木、植松、彦上○美馬市○山口○海陽町○
長尾、神沢○つるぎ町○嘉納○愛媛県○濱田○石川県○吉田○和歌山県○山本○埼玉県○本田○
香川県○矢部○群馬県○山本○福岡県○永峰 
 

いつも当会の活動にご支援ご協力頂き、ありがとうございます。 

品物を持って来て下さった皆様の中には、「何回も来て、書いているので」「名前は結

構ですから」と、お名前を書かずに帰られた方も多数おられ、実際は上記の３倍以上の

方のご協力を頂いております。 

またカレー、ポテトサラダ、アイスなどの差し入れをして下さった河野様、パンを持

って来て下さった板東様、その他お野菜やお菓子などを下さった皆様にもこの場を借り

てお礼申し上げます。 

頂いた品物は大切にリユース・リサイクルし、障害者の支援、ボランティア育成、他

団体への支援などに役立てています。リユース・リサイクル可能なものがございました

ら、ぜひお電話下さい。 

第 13回鮎喰川クリーンアップ（5月 28日） 
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ＮＰＯ法人 太陽と緑の会 
 

私たちは、「人も物も活かされる街造

り」をテーマに、ハンディーのあるな

しに関わらず「地域の中でその人がそ

の人の足で立っていけること」を目指

し、様々な方々（市民、ボランティア、

行政）の支えを頂きながら年間 300日、

土､日、祭日を含めた日常活動を行って

います。 

これは、日本の次世代型ソーシャル

アクションモデルになると考えていま

す。このような活動のあり方により、

徳島の将来や日本の未来が、幸多く、

豊かであることを願っております。 
 

発行：特定非営利活動法人 太陽と緑の会 
 

〒779-3120  

徳島県徳島市国府町南岩延１０７-1  

ＴＥＬ・ＦＡＸ ０８８－６４３－１０５４（事務局） 

０８８－６４２－１０５４（リサイクル） 

ＵＲＬ http://www.t-midori.org/ 

Ｅ－ＭＡＩＬ t-midori@jeans.ocn.ne.jp 

代表理事  杉浦 良   編集 小山 隆太郎 

データ入力 岡田郁子 

製本・発送 福住ヒサヨ 宇津辰則 走川幸児 

年会費：正会員１万円  準会員 1,000 円 

郵便振替口座：０１６２０－８－４４７０３ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記～立ち止まって見えるもの 

 

50代の男性がボランティアに来られる

ようになった。１日２～３時間、週に３

～４日、様々なハンディを持ったメンバ

ーと一緒に、物を運んだり、分別したり、

汗を流して下さった。引越シーズンで品

物が山積みの中、黙々と、てきぱきと作

業に取り組む姿に、メンバーからも頼り

にされるようになった。 

長年仕事一筋で頑張ってこられたが、

精神的にバランスを崩されて休職され

た。そういった方面の集まりにも行って

みたが、自分には合わないと感じられた。 

「家でブラブラしているくらいなら、

ボランティアでもしたら」 

「いつも、いらなくなったものを太陽

と緑の会に持って行っているけど、あそ

こならどう？」と奥さんから勧められた

ことがきっかけになった。 

「ずっとエリートコースを歩いて来ま

した。まさか自分がこのような形でつま

づくとは思ってもみませんでした」 

その言葉が、作業所のハンディを持っ

たメンバーの姿に重なった。 

３か月ほどたったある日、「おかげさま

で復職できることになりました」と言っ

て来られた。娘さんの自転車で通って来

られていたので、太陽と緑の会からのさ

さやかなお礼として、代表の杉浦がその

自転車を整備（オーバーホール）させて

頂いた。 

 

太陽と緑の会は、一般の事業所と、公

的資金で運営費が賄われている福祉施設

との、中間の立ち位置を考えてきた。

100％就労では基準に満たないとの理由

で切られる人が出てくる。かと言って、

100％福祉では自分の足で立てる人まで

立てなくなってしまう。 

「支える」「支えない」のどちらか一方

に偏ることなく、「その人なりに立って行

くことを考える」という「あり方」を模

索し、実践してきた。 

人生の道のりを順調に走り続けている

時には気づかない。ふと立ち止まった時、

少しつまづいた時、その「あり方」の意

味が見えてくる。（小山） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


